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６月 

エリヤは、わたしたちと同じような人間でしたが、

雨が降らないようにと熱心に祈ったところ、３年

半にわたって地上に雨が降りませんでした。しか

し、再び祈ったところ、天から雨が降り、地は実

をみのらせました。ヤコブの手紙５章１７節－１

８節 

Elijah was a man just like us. He prayed 

earnestly that it would not rain, and it did not 

rain on the land for three and a half years.  

Again he prayed, and the heaven gave rain, and 

the earth produced its crops. James 5:17-18 

 

 

２０１５年５月の統計（５月２３日） 

在籍１１名 出席者６名 出席率５５％ 

 

6月例会のお知らせ 

 
日時：6月 27日(土）午後４：００ー６：００ 

場所：埼玉ＹＭＣＡ 川越センター 

議題：2015/2016年度 計画 

卓話：東新部部長、次々期国際・交流事業主任、太田勝

人氏  

テーマ： 「日本の学童教育に対する提案ーー娘の海外教育

の経験から」 （約３０分で、レジメはありません。） 

 

この年度は、2016/2017年度の利根川恵子理事の準

備年として、非常に重要な年となります。また、埼玉

ＹＭＣＡの支援でも重要な課題があります。どうぞ、

皆さんの出席をお願いいたします。 

なお、例会前には、午後２：００から松川厚子さん

を講師に、フラワーアレンジメント教室も 開催され

ます 

 

月例会のお知らせ 

埼玉県内 3クラブ合同例会として開催されますので、

早めにお知らせします。 

日時：7月 18日（土）午後 6：00～ 

場所：さいたま市浦和区高砂 3－12－24小峰ビル 

   電話：048－824－1965 

   埼玉県庁の近くで、埼玉クラブ小峰理孝メン所

有のビルです。 

当日は、新しい関東東部部長のクラブ訪問日です。多

くの会員の出席をお願いします。 

 

５月定例会報告 

山本 剛史郎 

 

5月 23日（土）、川越クラブの例会において、私

の職場の話「川越キングス・ガーデン 介護の現場

から」という題で話をさせてもらいました。 

キングス・ガーデンはアメリカ・シアトルにある

キングス・ガーデン（現在はクリスタ CRISTA）をモ

デルに、1981年に茨城県常総市（旧・水海道市）に

筑波キングス・ガーデン（ケアハウス）ができたの

が始まりです。キリスト教精神に基づいた老人ホー

ムの運動が全国に広がり、1991年に川越キングス・

ガーデンが設立されたのを含め、全国に 73 の日本

キングス・ガーデン連合加盟・友好関係団体があり

ます。埼玉県にも川越キングス・ガーデンの隣に主

の園（ケアハウス）があり、他にも草加と川口にそ

れぞれ特養とケアハウスがあります。 

 キングス・ガーデンの理念は「神に仕えるように、

利用者に仕える」、「夕暮れ時に、光がある」（旧約

聖書・ゼカリヤ書 14章 6～7節）、「砂漠を主の園の

ようにする」（イザヤ書 51章 3節）にあらわされて

います。人生の終わりが最も幸せであったと言われ

るように、また高齢者にとって砂漠のような社会に
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あって愛を持って仕えることによって主の園（楽園）

のようにしていきたいと考えています。そのような

意味を込めて「キングス・ガーデン」（王の庭）、「主

の園」というような名前にしています。 

川越キングス・ガーデンは 1991年 5月 20日に設

立され、現在、特別養護老人ホーム（特養）、ショ

ートステイ、デイサービス、ホームヘルプ、居宅サ

ービスなどを行っている。私は昨年（2014年）4月

に、デイサービスから特養に異動になりましたが、

その特養には現在 80 名の方々が入所されて暮らし

ています。その勤務はシフト制で、A 勤（7:00～

16:00）、B勤（8:00～17:00）、R勤（10:00～19:00）、

E勤（12:30～21:30）、C勤（17:00～翌 10:00）とバ

ラバラの勤務になっています。そこにお年寄りが暮

らしており、それを介護・介助する訳ですから、24

時間、365 日、職員がいなければならないため、こ

のような不規則な勤務になっています。この中で C

勤というのはいわゆる夜勤で時間も長いし大変だ

と思われがちですが、一回で 2 日分の働きになり、

それだけ休みも増えるので職員に意外と好まれて

います。 

 その時に質問ででましたが、「物忘れ」と「認知

症」は全く別のものですので、最近、物忘れが激し

くなったと感じていても、大きく心配しなくとも大

丈夫です。ある記事からの引用になりますが例えで

言うと、誰かに今朝何食べたか聞かれたとします。

加齢による物忘れなら、メニューが浮かんでこなく

て、何だったかなと考えてしまうことがあります。

でも「卵は食べた？」などヒントをもらうと、「そ

うそう、目玉焼きを食べた」など思い出すことがで

きます。でも認知症の物忘れでは、「朝ごはんなど

食べてない」となるのです。メニューではなく、食

べたこと自体を忘れてしまうのです。加齢による物

忘れは、記憶した物をしまっておく引き出しが中々

開かないだけで、引き出しの中には記憶したことが

残っています。だから、引き出しを開けることさえ

できれば思い出せるのです。でも認知症の場合は、

記憶の引き出しの中に記憶が残っていません。だか

らいくら引き出しを開けても何も思い出せないの

です。 

 また、職員はどんな気持ちで働いているのかとい

う質問がでましたが、一言では語れない、難しい問

題です。もちろん、施設や職員によって考え方や気

持ちは様々ですが、少しだけ私の気持ちを話させて

もらいました。まず基本にあるのは身体的に不自由

な方でも認知症などの方でも、喜怒哀楽の感情は持

っています。それらの感情面を豊かにしていきたい

と考えています。ただ毎日をぼんやりと過ごすので

はなく、少しでも楽しいこと、面白いことがあるよ

うに、またそのような雰囲気を作り上げていくのが

介護の重要な仕事だと思います。また、川越キング

ス・ガーデンの特養では毎年、20人くらいの方が亡

くなりますが、いわゆる「看取り」を行っており、

亡くなる方のほとんどがキングス・ガーデンの施設

内で亡くなられます。つまり病院での積極的治療を

行わないのです。死そのものは誰も止めることはで

きない現実ですが、飛行機がゆっくりと着陸、ソフ

トランディングするようにすることも心がけてい

ます。 

 
 

大役を果たし、次へステップ～東日本区大会を

終えて～ 

      利根川 恵子 

 

 2015年 6月 6日（土）午前に、厚木市文化会館で

行われた代議委員会で、第 20回東日本区大会を、

川越クラブがホストクラブを務め、川越で開催する

ことが承認されました。同じ時間に開催されていた

「メネットアワー」の最後に飛び込み、加藤真子メ

ネット委員長から代々受け継がれている重厚な聖

書を引き継ぎました。さらに、大会 2日目の 7日（日）

の最後のセレモニーである引き継ぎ式で渡辺隆理

事から次期理事バッジを、加藤真子メネット委員長

からはメネット委員長のバッジを着装していただ

きました。2015年 6月 6日（土）～7日（日）の 2

日間にわたる第 18回東日本区大会のプログラムの

中で、来期は次期理事とメネット委員長を務めるこ

と、2017年には川越クラブがホストとなって、第

20回東日本区大会を川越で開催することが決まり、

もう後戻りはできない、最善を尽くし任務を全うし

ようと心に誓いました。 

 一方で、次期理事・メネット委員長の大役の前に、

本東日本区大会では、私は国際・交流事業主任とし

ての大役を果たさなければなりませんでした。1日

目は、「国際・交流事業活動報告」、分科会、2日目

は国際・交流事業表彰発表です。特に分科会は、各

部国際・交流事業主査が、会場設営、ポスターや資

料の掲示、殺虫剤付き蚊帳の設置、パワーポイント

の編集など、すばらしいチームワークを発揮し、万

端の準備を整えて実施することができました。詳し

い内容については、別途報告がありますので、ここ

では省略いたしますが、多くの方にご参加いただき、

国際・交流事業の内容について理解を深める、実り

ある時間が持てたことを感謝しております。

 



国際・交流事業主任としての責務を、田中博之理

事、他の事業主任のみなさま、各部の部長、国際・

交流事業主査、東日本区事務所の神保所長、小山所

員、そのほか大勢の方々のご支援とご協力で、何と

か果たすことができました。川越クラブのみなさま

にも、いつも無理なお願いを聞いていただき、ご協

力いただいたことに対して心からお礼を申し上げ

ます。 

 一つの大役を果たし、7月にはいよいよ次のステ

ップへと歩み出します。次期理事事務局として、さ

らに東日本区大会ホストクラブとして、クラブ内に

も様々な動きが出て参ります。微力ながら、ワイズ

ダム発展のために全力投球でまいりたいと存じま

すので、引き続き、ご支援をよろしくお願いいたし

ます。 

 
 

ＤＢＣ・北九州クラブ、松田会長とうれしい再

会！～西日本区大会報告～ 

 
利根川恵子 

 

第１８回東日本区大会に続いて、翌週の６月１３

日（土）、１４日（日）の第１８回西日本区大会に

参加しました。１３日は午前中が仕事でしたので、

ハイアット・リージェンシー大阪の会場到着が５時

過ぎになってしまい、懇親会からの参加となりまし

た。 

 ７７０名に及ぶ参加者が一同に会した懇親会

は、会場に入っただけで圧倒される熱気と笑顔に溢

れていました。国際大会やアジア大会への参加、Ｄ

ＢＣ締結式への列席など西日本区の方々とお会い

する機会も増えたことから、西日本区大会でも顔な

じみの方がたくさんいらして、再会を楽しみました。

特に、わがＤＢＣ・北九州クラブの松田四治会長と

一年ぶりの再会を果たすことができ、お互いに手を

取り合って喜びました。また北九州クラブと川越ク

ラブの「お仲人」でもある、上村眞智子・直前西日

本区交流主任も交えて、昨年の西日本区大会でＤＢ

Ｃを締結してから早一年が経ったことをしみじみ

と語り合いました。是非今年は川越から北九州を訪

問したいと強く感じる再会でした。ステージ上の画

面に、川越・芋膳における交流会の写真がアップさ

れ、驚くとともにたいへん懐かしく、あの猛暑の中

の交流を思い出しました。この次、翌日、大会２日

目の主任報告では、川本龍資・国際・交流主任から、

ＤＢＣ交流の実績として北九州クラブの川越訪問

が報告されました北九州クラブのメンバーとお会

いできるのは、８月の京都アジア大会です。遠くの

親戚と会うような、うれしい再会が待ち遠しく感じ

られます。 

 

 

  
  

 

 

 

 

 西日本区は、とにかくメンバーが多く、しかも若

いメンバーが多いのが何ともうらやましい限りで

す。いつ参加してもエネルギーを感じます。このエ

ネルギーを東日本区にもいただいて、メンバーの増

加、若返りを目指すことが、これからの私の課題で

もあります。 

 

 

YMCA 報告 
 

【報告】 

5/21(木) 聖書研究会 

5/23(土)放課後等放デイ特別プログラム「おにぎり

作り」＠川越センター 

5/24(日)トースター5 月活動/小江戸 Y キッズ活動

「葛西臨海公園」 

5/30(土)放課後等デイ特別プログラム「世界を知ろ

う」＠川越センター 

6/6（土）放課後等デイ特別プログラム「牛乳パッ

クでコマ作り」＠川越センター 

6/7(日)トースター6 月活動/小江戸 Y キッズ活動

「鉄道博物館」 

6/13-14(土日) クローバー＆グリーンキャンプ＠

藤野芸術の家 

 

【予定】 

6/18(木) 聖書研究会 

6/20(土）放課後等デイ特別プログラム「おにぎり

作り Part2」＠川越センター 

6/27(土) 放課後等デイ特別プログラム「焼肉＆ﾊﾞ

ｯﾃｨﾝｸﾞｾﾝﾀｰ」＠川越市内 

7/12（日）トースター7月活動/小江戸 Yキッズ活動

「川遊び」＠小川町河川敷 
 

 

 

再会を喜ぶ笑顔！（左から）北九州クラブ・松

田四治会長、上村眞智子直前交流主任（熊本ジ

ェーンズ）、中村次郎ワイズ（福岡中央） 



＜夏休みの子ども短期講習会（水泳・体操・英

語）＆キャンプのご案内＞ 

 
今年はキャンプが例年以上に申し込み多数となっ

ており、既にキャンセル待ちも出ています。 

ご希望のプログラムは、お早めにご予約ください。 

◆水泳・体操子ども短期講習会（３歳～小６／所沢） 

◆キャンプ（年少～高３／１泊２日～３泊４日） 

◆アクティブスクール（年中～小６／５日間通い／

所沢） 

◆English Summer Camp（年長～小６／１泊２日） 

◆English Summer School（年少～小６／浦和・所

沢） 

◆English PreSchool（２～３歳／３日間通い／浦

和・所沢）  
 

＜夕方以降の事務所体制について＞ 

 
昨年９月より川越センターで始まりました放課後等

デイサービスは、現在３６名の子どもが登録し、毎週Ｙ

ＭＣＡへ通って来ています。常勤職員として久篠・河合

がおりますが、夕方以降の時間帯は、放デイのクラス

の都合等により職員が電話に出られない時間帯もあり

ます。その際、放デイの児童発達支援管理責任者とし

て来てくださっている町田安子先生や入江悦子先生、

指導員として来てくださっている小関京子先生が電話

対応される場合もあります。ご理解いただけますようお

願いいたします。 

 

 

４月から川越ＹＭＣＡでお世話になっております 

河合京子さんにご挨拶をいただきましたので、掲

載させていただきます。  

 

『４月より再び川越センターに異動となり

ました河合今日子です。 

川越ワイズメンズクラブの皆さまには、ボラ

ンティアリーダーの頃から大変お世話になり

支えていただきました。 

当時学生だった私は、ボランティアという言

葉に惹かれ、YMCAと出会いました。リーダー会

がある日はバイトも休み、夜遅くまで年齢も性

別も出身も違うリーダー達と、子ども達一人ひ

とりについて語り合いました。ときには、話し

合いが思うようにいかずにため息がでたり、リ

ーダーが集まらずに一人リーダー会だったり

つらいこともありました。そんなときは、当時

の佐藤館長が差し入れをしてくださったり、ワ

イズの方々とお話したりすることが楽しみで

した。卒業後はワイズの方々にもタイでのボラ

ンティア活動を支えていただき本当に感謝し

ております。 

あの頃から数十年がたち結婚を経て、今では

小２の生真面目な息子と私よりもしっかり者

の年少の娘を持つ母親となりました。限られた

時間の中で思うようにできないこともありま

すが、皆さまのお力をお借りしながら今後も地

域に根ざすＹＭＣＡとして多様な活動を拡げ

られるよう頑張りたいと思います。川越ワイズ

メンズクラブの皆さま、今後とも埼玉ＹＭＣＡ

川越センターをよろしくお願いいたします。』 
 

 

 
 

 

＝編集後記＝ 

通常、年の始まりは１月から、仕事や学校は４月

から始まります。最近は海外に合わせて大学を９月

入学にしようという話題もありました。 

なぜか、ワイズメンズクラブは７月から新年度に

なります。ブリテンの編集を担当して一年経ちまし

た。これが今年度最終号となります。 

色々反省しきりです。 

また、年度を新たにするにあたり大きな課題があ

ります。メンバー力を合わせて頑張りましょう。 

 

 

 

 

 


